
Title 共同研究＜会話文と地の文に関する通時的・多角的研
究とその展開＞由来

Author(s) 荒木, 浩

Citation 語文. 2008, 91, p. 47-49

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/69117

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



共
同
研
究

〈会
話
文
と
地
の
文
に
関
す
る
通
時
的

・
多
角
的
研
究
と

そ
の
展
開
〉
由
来

書
ル

木

浩

「
閑
居
」
の
対
義
語
に

「
燕
居
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
知

っ

た
の
は
大
学
四
年
、
方
丈
記
の
演
習
の
時
で
あ
る
。
先
生
は
、
文
明
本
節
用

集
の

「
三
人

ヲ
燕
居
卜
日
ヒ
、　
一
人
ヲ
閑
居
卜
日
フ
。
又
ノ
義

二
、
大
勢
ヲ

燕
居
卜
日
ヒ
、　
一
人

ヲ
閑
居
卜
日
フ
」
と
い
う
注
記
を
引
き
、
和
辻
哲
郎
に

よ
れ
ば
、
二
人
か
ら
社
会
が
始
ま
る
。
い
わ
ば
そ
れ
が
燕
居
だ
、
と
仰

っ
た
。

法
学
部
の
友
人
に
そ
の
話
を
す
る
と
、
政
治
は
二
人
か
ら
始
ま
る
よ
、
と
い

う
。
単
数
、
双
数
、
複
数
と
い
う
、
言
語
の
人
称
の
問
題
と
も
相
挨

っ
て
、

何
だ
か
よ
く
分
か
ら
な
く
な
り
、
そ
の
ま
ま
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

大
学
院
博
士
課
程
に
入

っ
て
、
同
じ
先
生
か
ら
、
帰
納

（一●
０
●
ｏ
一いｏ
し
、

演
繹

（３
０
お
一】ｏ
じ

に
並
ぶ
、
あ
ら
た
な
論
証
方
法
と
し

て
、
３
０
８
，

〓
０
つ
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
を
教
わ

っ
た
。
一５
‐８
‐”
σ
と
接
頭
語
を
対

応
さ
せ
、
抽
象
的
思
考
を
前
提
し
た
、
仮
説
投
企
的
な
論
証
法
と
理
解
し
た
。

チ
ャ
ー
ル
ズ

。
パ
ー
ス
の
考
え
方
だ
が
、
パ
ー
ス
の
本
は
、
そ
の
こ
ろ
中
公

バ
ッ
ク
ス
ぐ
ら
い
し
か
簡
単
に
は
読
め
ず
、
参
考
書
と
し
て
、
シ
ー
ビ
オ
ク

『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
の
記
号
論
』
を
勧
め
ら
れ
て
把
握
し
た
方
法
論

で
あ
る
。
実
は
そ
の
半
年
ほ
ど
前
、
実
証
に
対
す
る
ス
ペ
キ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（３
８
●
】”
一いｏ
●
）
と
い
う
論
証
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
示
唆
し
て
い
た
だ
く

〈場
〉
が
あ

っ
た
。
こ
ち
ら
は
、
時
枝
誠
記
の
文
章
を
後
追
い
し
て
了
解
し

た

Ｇ
国
語
学

へ
の
道
Ｌ
。
帰
納
、
演
繹
、
あ
る
い
は
実
証
、
ま
た
は
ア
ブ

ダ
ク
シ
ョ
ン
か
ス
ペ
キ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
理
論
展

開
を
経
る
に
せ
よ
、
デ
ー
タ
処
理
か
ら
論
証
が
発
生
す
る
と
き
に
は
、
必
ず

ジ
ャ
ン
プ
が
あ
る
、
と
述
べ
る
村
上
陽

一
郎
の
著
で
得
心
し
、
迷
い
の
晴
れ

る
こ
と
も
あ

っ
た
の
だ

っ
た

（『
新
し
い
科
学
論

　

「
事
実
」
は
理
論
を
た

お
せ
る
か
し
。

大
学
院
の
頃
に
は
、
そ
う
し
た
根
幹
的
な
方
法
論
の
模
索
や
思
考
、
あ
る

い
は
多
く
の
迷
い
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
あ
く
ま
で
デ
ー
タ
や
調
査
を
基
礎

に
置
き

つ
つ
も
、
発
想
を
ぶ

つ
け
あ
い
、
研
究
分
野
相
関
的
に
共
通
の
テ
ー

マ
を
議
論
じ
合
う
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
。　
一
方
で
、
き
わ
め
て

現
実
的
な
話
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
対
象
や
方
法
論
を
持

つ
若
手
研
究
者

が
、
同

一
の
研
究

テ
ー

マ
を
立

て
、
共
同
研
究
を
行

っ
た
り
、

ワ
ー
ク



シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
す
る
よ
う
な
、
企
画
推
進
能
力
が
重
要
な
資
質
と
し
て
要

求
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
昨
今
、
予
算
獲
得
を
含
め
て
遁
れ
得
な
い
、
研
究

環
境
を
め
ぐ
る
動
向

・
課
題
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
四
月
の
教
室
会
議
で
、
翌
年

一
月
の
国
語
国
文
学
会
の
企
画

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
と
き
、
例
年
通
り
、
講
演
や
研
究
発
表
を
ど
う
す

る
か
、
と
い
う
こ
と
が
話
題
に
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
は
少
し
流
れ
を

変
え
て
、
新
し
い
企
画
で
考
え
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
先

述
し
た
時
代
状
況
も
あ
る
。
大
学
院
生
主
導
で
、
し
か
る
べ
き
講
演
者
を
お

招
き
し
て
、
国
語
国
文
学
会
の

一
セ
ク
シ
ョ
ン
を
構
成
す
る
の
は
ど
う
か
、

な
ど
と
。
国
語
学
と
日
本
文
学
と
、
そ
の
垣
根
を
取
り
払

っ
て
、
相
互
交
通

的
に
、
研
究
交
流
が
出
来
る
よ
う
な
企
画
が
い
い
、
と
い
う
意
見
も
出
た
。

た
ま
た
ま
私
が
連
絡
係
を
仰
せ

つ
か

っ
て
、
コ
中
文
』
編
集
委
員

の

一
人

だ

っ
た
大
学
院
生

。
黒
木
邦
彦
氏
と
相
談
し
た
の
が
、
こ
の
共
同
研
究
の
発

端
で
あ
る
。

企
画
意
図
に
つ
い
て
、
黒
木
氏
は
関
心
を
示
し
て
快
諾
し
、
後
日
、
加
藤

昌
嘉
氏
の
名
前
を
挙
げ
た
。
加
藤
氏
の

「
「
と
」
の
気
脈
―
平
安
和
文
に
お

け
る
、
発
話
／
地
／
心
内

の
境
―
」
「
詞
林
』
第
四
〇
号
）
と
い
う
論
文

テ
ー
マ
に
関
心
が
あ
り
、
国
語
学
的
に
問
題
を
捉
え
返
し
て
、
議
論
を
し
て

み
た
い
、
と
。
五
月
末
、
加
藤
氏
の
了
解
を
承
け
、
対
論
者
と
し
て
、
近
代

文
学
研
究
者
の
斎
藤
理
生
氏
に
お
願
い
す
る
こ
と
も
決
ま

っ
た
。

同
時
併
行
し
て
、
趣
意
書
を
作
成
し
て
大
学
院
生
の
有
志
を
募
り
、
中
古

班

（代
表
黒
木
氏
）
、
中

。
近
世
班

（代
表
浜
田
泰
彦
氏
）
、
近
代
班

（代
表

鳩
野
恵
介
氏
）
と
い
う
三

つ
の
部
会
を
立
て
、
共
同
研
究
チ
ー
ム
を
作

っ
て
、

デ
ー
タ
収
集
と
分
析
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
目
的
は
、
趣
意
書
に
よ
れ
ば
以

下
の
如
く
で
あ
る
。

中
古
班

¨
指
示
表
現
、
時
間
表
現
、
待
遇
表
現
と
い

っ
た
、
直
示
的

（８
いｏ
一いｏ
）
な
表
現
を
も
と
に
話
法
分
析
を
お
こ
な
う
。
ま
た
、

従
来
の
研
究
で
は
見
落
と
さ
れ
て
い
た
、
会
話
文
の
標
示
形
式
に

も
注
目
じ
、
話
法
と
の
間
に
相
関
関
係
が
あ
る
か
に
つ
い
て
も
考

察
す
る
。

中

。
近
世
班

¨
会
話
文
の
標
示
形
式
に
関
す
る
調
査
に
基
づ
い
て
、
会

話
文
の
通
時
的
変
遷
、
ジ
ャ
ン
ル
別
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

な
お
、
本
調
査
で
は
、
濱
田
啓
介
氏

「文
体
論
試
論
―
卜
書
き
の

周
辺
」
（第
二
四
四
回
近
代
語
研
究
会
春
期
発
表
大
会
、
二
〇
〇

七
年
五
月
、
未
公
刊
）
を
参
照
し
た
。

近
代
班

¨
会
話
文
を
卓
立
さ
せ
る
符
号
種
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
明
治

期
は
、
外
来
の
符
号
を
柔
軟
に
取
り
込
み
、
地
の
文
と
会
話
文
と

を
さ
ら
に
明
確
に
耕
別
せ
じ
め
て
い
る
。
そ
の
符
号
種
が
、
鉤
括

弧
に

一
本
化
さ
れ
て
い
く
過
程
を
辿
り
た
い
と
考
え
る
。

夏
休
み
以
降
の
集
中
的
調
査
を
踏
ま
え
、
各
部
会
の
中
間
報
告
を
兼
ね
て
、

十
二
月
ま
で
に
三
回
ほ
ど
、
公
開
研
究
会
も
行

っ
た
。
そ
の
他
数
度
の
打
ち

合
わ
せ
や
検
討
会
を
開
催
し
た
が
、
諸
般
に
渉
り
、
助
教
の
鈴
木
暁
世
氏
、

仁
木
夏
実
氏
が
、
折
に
触
れ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
下
さ

っ
た
こ
と
も
特
記
し
て

お
き
た
い
。

二
〇
〇
八
年

一
月
十
二
日
の
国
語
国
文
学
会
当
日
は
、
加
藤
氏
、
斎
藤
氏

に
そ
れ
ぞ
れ
基
調
報
告
を
お
願
い
し
、
院
生
側
の
代
表
者
二
人
が
共
同
研
究



報
告
を
行

っ
て
議
論
を
進
め
た
。
司
会
も
大
学
院
の
村
山
識
氏
、
川
那
邊
惟

奈
氏
が
つ
と
め
る
な
ど
、
企
画
総
体
は

一
貫
し
て
上
記
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
い
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
、
と
の
ご

意
見
は
む
ろ
ん
あ
り
、
建
設
的
な
形
で
、
国
語
国
文
学
会
当
日
の
質
疑
や
、

会
の
後
の
懇
親
会
な
ど
で
闊
達
に
交
わ
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
の
共
同

研
究
が
志
向
す
る
、
統
合
止
揚
的
な
問
題
意
識
が
伝
わ
っ
た
も
の
と
理
解
し
、

感
謝
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
共
同
研
究
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
、
メ
ン

バ
ー
相
互
に
お
い
て
も
か
な
リ
シ
ビ
ア
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
こ
と
も
、　
一

応
は
報
告
し
て
お
き
た
い
。
今
後
は
こ
ん
な
か
た
ち
で
や
っ
た
ら
、
も
し
く

は
、
こ
う
い
う
企
画
で
行
う
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
前
向
き
な
ご
意
見
は
、

是
非
と
も
具
体
的
な
提
案
の
形
と
し
て
挙
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
が
次

年
度
以
降
の
企
画
と
し
て
結
実
す
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
悦
び
は
な
い
。

さ
て
、
内
容
の
な
い
前
置
き
が
長
い
ほ
ど
退
屈
で
無
益
な
こ
と
は
な
い
。

要
は
、
以
下
に
展
開
さ
れ
る
研
究
成
果
の
諸
編
が
、
目
的
を
如
何
に
達
成
し
、

ま
た
飛
翔
し
得
た
か
を
、
お
読
み
い
だ
た
く
に
如
く
は
な
い
。
冒
頭
に
燕
居

の
こ
と
を
述
べ
た
が
、
あ
の
時
以
来
の
疑
念
―
閑
と
燕

（宴
）
、
独
り
と
多

数
、
人
称
と
視
点
の
問
題
な
ど
―
が
、
地
の
文
と
会
話
文
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ

ま
な
考
察
を
読
ん
で
、
少
し
晴
れ
た
気
も
す
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
と
思
考
と

の
相
克
が
必
然
的
に
は
ら
む
跳
躍
の
様
態
と
し
て
、
五
つ
の
発
表

・
論
孜
を

軸
と
す
る
共
同
研
究
総
体
の
経
験
は
、
そ
の
研
究
推
進
の
様
態
も
含
め
て
、

と
て
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
多
様
性
を
、
私
に
例
示
し
て
く
れ
た
。
と
は
い
え
、

私
自
身
は
、
い
ろ
ん
な
意
味
で

「大
勢
」
あ
る

「燕
居
」
の
人
で
は
な
い
。

少
な
く
と
も
語
義
上
は
、
「燕
居
ノ
日
、
徒
然
ト
シ
テ
暮

二
向
ヒ
、
筆
ヲ
染

メ
テ
情
ヲ
写
ス
」
（烏
丸
本

『徒
然
草
』
奥
書
）
と
い
う
用
例
が
示
す
よ
う

に
、
本
来
の
漢
語
に
即
し
た
、
「閑
居
」
に
等
し
い

「燕
居
」
人
で
あ
る
。

「
ト
ナ
ム
語
り
伝

ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
翁
今
昔
物
語
集
し

と
か
、
ア
・け
る
日
そ

い
ひ
つ
た
へ
た
る
と
な
む
」
な
ど
と
、
「人
の
事
の
や
う
に
」
「
眠
江
入

楚
し
、　
一
人
寂
か
に
、
よ
う
や
く
諸
賢
の
論
文
を
読
み
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ

ＺＯ
。

（あ
ら
き

ｏ
ひ
ろ
し
　
本
学
大
学
院
教
授
）


